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何を,ど のように」 したかという質問は トピッ
クとして調査者によって設定される。 このよう
に調査者の関心が対象者に影響を与えて,対象























りのきっかけとなる トピックを設定 し,語 りの
中身については対象者が トピックを選定するよ



































者の想定 していなかった トピックについて語 る
ことである。それゆえ,対象者の関心に合わせ




























語 りを促すことである。調査者が語 りを要約 し
た り補足した りして,対 象者 に同意を求めるよ
うな問い方は避けるべきである。インタビュー
の最中に理解できないこと,確認 したいことが
ある場合は,な るべ く対象者 に再度,同 一の ト
ピックについて語 らせるようにする。問い直さ
れると対象者は トピックの内容を要約,整 理 し
て くれることがある。問い直 しには一次的意味
構成を確i認する働きがあるが,そ の際,調査者




































































































その逆 もある。対象者との関係 に応 じた尋ね方
をしなければならない。礼儀をわきまえたり,





















論文 に使 える形式 で保存 してお くことが大切で
あ る。 そ こで一番重要 なのは,イ ンタ ビュー録
音 を文字 のテ クス トに変換す るこ とである。
2.1イ ンタ ビュー録音 を繰 り返 し
参 照する ことの重要性
インタビュー録音 を逐語 的 に トランス クリプ
シ ョン(テ ー プ起 こ し)し,そ れを文章 に書 き
記 したものが トランスク リプ トであ る。 この ト
ラ ンスク リプ トにインタ ビューの 日時や場所,
調査者や対象者 の情報 を加えて若干の編集 を加
えた ものが イ ンタ ビュー記録で ある。通常,報
告書 や論文の資料 と して利用 され るの は,こ の
イ ンタ ビュー記録 である。 ただ し,一 旦作成 さ
れたイ ンタ ビュー記録 に頼 り過 ぎるのは危険で
あ る。 トラ ンス クリプ ションの際 に,聴 き間違
いや聴 き逃 しがあ りえる。 また,声 の調子や抑
揚 な ど,文 字化 しに くい情報 に意味 があること
もあ る。 イ ンタ ビュー記録 を利用 するとき,何
か疑問が生 じた ら,イ ンタビュー録音 に戻 って
確認す ることが大切であ る。最近 はICレ コー
ダで録音す ることが多いが,録 音 ファイルは原
資料 と して保存 してお く。 イ ンタビュー録音 を
聴 き直す ことが,対 象者の関心の変化や トピッ
ク的 レリヴ ァンスの転換 に気づかせて くれ るか
らである。
報告書 や論文 の執筆 では,イ ンタ ビュー記録
を十二分 に活用 し,い わゆる 「分厚 い記述」を
しなければな らない7)。せっか く良いイ ンタビュー
ができて も,イ ンタ ビュー記録 を上手 く利用す
ることができなければ分厚 い記述 は望 めない。
そ こで利用 しやすいイ ンタビュー記録 を作成 し
てお く必要がある。ただ し,研究 スタイルによっ
て,ト ランスクリプションの厳密さやインタビュー
記録の編集方法 は違 って くる。
次節で は,ま ず厳密な トランスク リプ ション
と して会話分析 のスタイル につ いて紹介 し,つ
ぎにライフ ・ヒス トリー調査でな され る トラン
スク リプシ ョンにつ いて紹介す る。
2.2厳 密な トラ ンスク リプシ ョン
最 も厳密な トランス クリプ シ ョンとして,会
話分析 のスタイルを取 り入 れた ものがあ る。 イ
ンタ ビュー は調査者 と対象者 の共 同作業 で進行
す るが,調 査者の関心 によ ってイ ンタ ビューが
方 向づ け られ ることが多い。対象者 は調 査者 と
の関係 で,自 分の経験を新た に意味づけ,脚 色
し,創 作す る と考え られ る。そのため,調 査者
と対象者 の相互行為 の産物 と してイ ンタ ビュー
記録 を分析す る必要が ある。分析の対象 は,対
象者 の語 りの内容 だけでな く,語 りが生起 した
イ ンタビューの状況 に も向け られ る。
会話分析 のスタイルを取 り入れ るな ら,イ ン
タビューの状況が判別可能な トラ ンスク リプショ
ンをする必要がある。 イ ンタビューの状況には,
インタビューのセ ッテ ィングな どの外的状況 と,
語 りの中に現れる内的状況 がある。外的状況は,
語 りその ものではな いが,い っ,ど こで,誰 が
誰 に,ど んな状況で インタビュー してい るかを
フ ィール ド・ノーツに書 き留 めてお く。 これ ら
の情報 は語 りの背景 と して イ ンタビュー記録の
ト書 きにする。
また,内 的状況 として,イ ンタ ビュー の語 り
には,相 槌を打 った り,話 に割 り込ん だ り,笑
いがあ った り,お 互 いに沈黙 し合 った り,同 時
に話 しだ した りな ど,そ のままでは文字化 しに
くい相互行為が伴 ってい る。例 えば,「へ え一」
とか 「あの一」の抑揚の長 さや トー ンの高低に
意味が込 め られた り,そ れ によ って語 りが方向
付 け られた りす る ことが あ る。 「へ え一」 と一・
本調 子で言 う場合 と,「へ え一 え一」 と尻上が
りに トー ンを高 める場合 とで は,相 槌の意味の
込 め方 に違 いがある。沈黙 の長短 にも意味 の違
いがあ る。 このよ うな文字化 しに くい情報 は,
文字の表記法や各種記号の使 い方 に約束事 を作 っ
て トラ ンスク リプ シ ョンす る8)。会話分析 のス
タイルは,イ ンタビュー録音(対 象者 と調査者
の発話)を で きるか ぎり厳密 に トランス ク リプ
シ ョンして,語 りの内容 とともにイ ンタビュー
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の状 況を も文字や記号で書 き記す方法 である。
2.3ラ イフ ・ヒス トリー研究 の
トランスクリプ ション
ー般 のイ ンタビュー調査 では会話分析 のよう
に厳密な トランス ク リプ ションをす ることはあ
ま りない。 ライ フ ・ヒス トリー調査 を例 に取 り
上げ るな ら,そ の 目的は対象者 の語 りの内容 に
解釈を加えて分析す ることである。調査者 と対
象者の相互行為の状況は分析 の対象 に通常 はな
らない。イ ンタ ビューの状況 を示 す,「へ え一」
や 「あの一」,声 の抑 揚や トー ンの高低,沈 黙
の長短,笑 いな どは,ト ランス クリプ ションの
際 に省略 され ることが多い。 イ ンタ ビューの内
的状況が事細か に表記 され ると,語 りの内容や
話の筋 が把握 しづ らくなるか らである。ただ し,
イ ンタ ビューの状況を示す情報 が重要 であると
判断 され る場合 は,イ ンタ ビュー記録 に表記 さ
れ る。例え ば,筆 者が参加 した ことのある在 日
韓国 ・朝鮮人 のイ ンタ ビュー調 査では,以 下 の
ような ト書 きを挿入 してあ る9)。
ほんで今度 また朝鮮のなかにい くと,
あ っあ の子 は 日本の子やな って るし,
も うその辛 さ,(テ ー ブル をたた く)
もうわ た し分か るわ,も うなん とい う
嫌な ・・
イ ンタ ビューの最 中に対象者がテーブルを叩い
た という情報 は,対 象者の心情や関心 を知 るた
めの手がか りになる。
どのような情報 を どの程度 まで表記す るかは,
トラ ンスク リプ ションの際 に適宜判断 される。
また,ト ラ ンスク リプシ ョンの際 に,旬 読 点の
位置を どこにす るか,段 落を どこに付け るかな
どで迷 うこ とがある。通常の話 し言葉では,語
りの途 中で話 が途切 れた り,別 の話が割 り込 ん
だ りす るか らである。 これ は対象者の語 りが時













































































トに実行 させ るための ものではな く,あ くまで
イ ンタ ビュー記録 の読 み直 しに役立て るための
ものであ る。原理 的には紙製 のカー ドを使 った
デー タベース と同 じであるが,デ ータが膨大 に
な るとパ ソコンを使 った方 が便利 である とい う
だ けであ る。近年,グ ラウ ンデ ッ ド・セオ リー
が 日本で も応用 され ることが多 くな り,質 的調





イ ンタビュー記録は,そ のまま読 み直 して も
意味を取 りに くい。対象者 が一つ のテーマにつ
いて一貫 して語 るとは限 らないか らであ る。読
み直 しの第一の作業は語 りの文脈 や筋(ス トー
リー ライ ン)を 見つけ ることである。読 み直す
ごとにイ ンタビュー記録 か ら多様 なス トー リー
ライ ンを引き出す ことができる。それ らのス トー
リーライ ンを書 き留めてお くためには,イ ンタ
ビュー記録のデー タベースを作成 してお くと便
利で ある。
また,デ ータベー スを蓄積 していけば,対 象
者 の語 りを類型化 した り,他 の対象者 と比較考
察 した りす るときに便利であ る。同一の対象者
に追跡調査 をす るときも,容 易 に過去のデー タ
を参照す るこ とがで きる。 ライ フ ・ヒス トリー
調査 では半構造化 イ ンタ ビューを採用す ること
があ るが,質 問項 目の大枠が決 まって いれ ば他
の調査者 と共 同で多 くのデ ータを集め るこ とが
でき る。 それ らをデータベ ースと して蓄積 して
いけば,類 型 を構成 した り類型を修正 した りす
るときに便利 である。
パ ソコンで質的データ(文 書記録のテ クス ト)
のデータベースを作成す る場合,カ ー ド式のデー
タベース と,エ クセル形式 のデータベ ースの2
種類 が使 われてい る。 カー ド式 データベースで
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表1エ ク セ ル の デ ー タベ ー ス例
A B C D E

































































出典:藤 田和 夫編 著 『これ な らで き る看護 研 究』照 林社,2007,p.50,図6を修正
4.デ ータ ベー スの構築































入 している)。メモ書 きには対象者の解釈的 レ
リヴァンスを知るための情報や,調 査者が社会
学の観点か ら二次的意味構成をする際に必要 と

































「長男支援」 と 「孤食」のコー ドにしてある。
類型概念は対象者の語 りから引き出す ことが





























語 りの行を集め,そ の 「要約 ・メモ」欄に基づ


























実際の語 りで も,目的や理由が語 りの途中で言
い換えられた り,話の前後が違 ったりす ること
がある。必ず しも首尾一貫 していない語 りを基
にして,調 査者は対象者の理由動機や目的動機
を合理的に推測 し,類型的な動機理解をス トー
リーライ ンに加 えることが大切 であ る。
ス トー リーライ ンを作成 した後 は,テ ーマ別
にイ ンタ ビュー記録 を要約 す る必要 があ る。報
告書 や論文 では先行研究を参考 に しなが ら,調
査 で得 た知見 を示す ことが求め られ る。 その第
一 は対象者 の類型を作成す るとい う課題であ る。
具体的 には,エ クセルの フィルタ機能を使 って,
表1E列 の コー ドに応 じて語 りのデータ群 を抽
出 し,コ ー ドに応 じた特徴を まとめてい く。そ
れぞれの コー ドに応 じて特徴を まとめてい き,
関連 した コー ドで複数 の類型 に分 ければ よい。
ただ し,こ の作業 は研究者 による二次 的意味構
成 の段 階である。先 に述べた類型的な動 機理解
も理論的 には研究者 の二次 的意味構成 に属す る。
ただ し,二次的意味構成については,イ ンタビュー






























5)も し も動 機 に つ い て の 語 りが正 しいか ど うか
確 認 で き る手 段 が あ る とす る な ら,そ れ は感 情
移 入 や 内 観 に よ る方 法 で あ ろ う。 だ が,社 会 学
で は感 情 移 入 や 内観 法 に は依 拠 しな い。
6)佐 藤 郁 哉,1984,『暴 走 族 の エ ス ノ グラ フ ィー 』
新 曜 を参 照 。
7)「分 厚 い記 述 」 とは 文 化 人 類 学 者 の ク リ フ ォー
ド ・ギ ア ー ツ が 広 め た 用 語 で あ る。 こ こ で は イ
ンタ ビ ュ ー記 録 を 解 釈 す る際 に,語 りの 字 句 を
要 約 す る だ け で な く,語 りの意 味 を 語 り の文 脈
に位 置 づ け て解 釈 す る こ とを 「分 厚 い 記 述 」 と
み なす 。
8)会 話 分 析 を応 用 した イ ン タ ビ ュ ー の 表 記 法 に
つ いて は桜 井 を 参 照(桜 井2002:177)。
9)谷 富 夫 編 著,2002,『民 族 関係 に お け る結 合 と
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